
「滋賀県流域治水の推進に関する条例」に係る施策の実施状況　（概要版）
（平成27年度実績） ２　流域治水対策

第１　概要 (1)河川における氾濫防止対策の実施状況の概要　「ながす」対策　【条例第３章】

 ○河川改修事業

○河川維持管理事業

第２　施策の実施状況のまとめ

１　基礎情報　(1)想定浸水深の設定等　【条例第２章】

○国、市町および地域住民等と連携した「滋賀ならではの安全・安心な地域づくり」に向け、水を安

全に「ながす」基幹的対策は、平成26年３月に策定した滋賀県河川整備５ヶ年計画（以下「５ヶ年計
画」という。）に基づき河川整備を実施すること、また被害を最小限に「とどめる」対策や水害に「そな

える」対策等は、地域の特性に応じて施策を実施することにより、「滋賀の流域治水」の取組を進め

た。

○平成26年３月に策定した「滋賀県河川整備５ヶ年計画」に基づき河川改修事業を実施した。
・流下能力の向上を図る対策：日野川や鴨川等49河川、累計6.7kmの区間
・堤防強化を図る対策：高時川や安曇川等、累計延長2.2kmの区間

○治水上緊急性の高い箇所から、竹木伐開や堆積土砂除去、護岸補修等を順次実施した。

○特に、大戸川、日野川、姉川、高時川については、「滋賀県河川整備５ヶ年計画」に基づき、重点的に実

施した。

・竹木伐開 79河川、213千m2
・堆積土砂除去 78河川、 89千m3
・護岸補修等 184河川
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○天井川の切下げ改修を重点的に実施中 ○未改修区間の住家が近接する箇所等の堤防強化を重点的に実施中

H.W.L

ドレーン工 遮水矢板

H.W.L

施工前

施工後

祖父川（遮水矢板工）

県民生活・土木交通常任委員会 資料

平成２８年（２０１６年）１０月６日

土木交通部 流域政策局 流域治水政策室

○想定浸水深の更新に関して、土地利用の変化や河川改修の進捗等、想定浸水深への影響があ

る行為についてその資料を収集するとともに、国等の最新の知見を収集し、概ね５年ごとの更新に

向けた準備作業を進めた。

〇平成27年度は、想定浸水深が未設定である長浜市および近江八幡市の２市に対して、調整等を
進めた。

滋賀県防災情報マップ（水害、土砂災害、地震）
http://shiga-bousai.jp/dmap/top/index
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(2)集水地域における雨水貯留浸透対策の実施状況　「ためる」対策　【条例第４章】 (4)浸水に備えるための対策の実施状況　「そなえる」対策　【条例第６章】

(3)氾濫原における建築物の建築の制限等の実施状況　「とどめる」対策　【条例第５章】 (5)浸水警戒区域の指定に関する地域の取り組み　【高島市朽木野尻地区の例：防災マップ】

○環境に配慮した森林づくり、農用地の維持・管理、世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策を実

施した。

○琵琶湖環境科学研究センターにおいて、敷地内の降雨を貯留し、雨水を施設の水洗設備・無人

探査機実験用プールに使用した。

○浸水警戒区域の指定にむけ、２モデル地区で「水害に強い地域づくり協議会住民ワーキング」に

おいて避難体制や安全な住まい方について地域住民と連携して検討した。

〇浸水被害を回避・軽減するために必要な調査研究を大学、関係機関等と意見交換を行い推進した。また、

教育訓練などの出前講座等を自治会や学校、団体などに対して、年間延べ47団体、約2,400人を対象に実
施した。

○滋賀県内の全宅地建物取引業者に水害リスクに関する情報提供の規定に関して資料を送付するととも

に、実施状況についてアンケート調査を行った。

出前講座（水害図上訓練）

守山市防災訓練
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水害リスクに関する情報提供に関するアンケート

Q.宅地建物の取引時に宅建業者から水害リスク
情報を相手方に提供しているか

甲賀市黄瀬地区

現地確認と素案の作成

米原市村居田地区

現地確認と素案の作成

H27 第5回WG
現地確認

H27 第4回WG
現地確認

浸水警戒区域（素案）

環境に配慮した森林づくり

手入れされた人工林

琵琶湖環境科学研究センターにおける雨水利用

赤線で囲った区画の下に雨水貯留タンクを設置

浸水警戒区域（素案）
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